研究所創立二十周年を迎えて by 恩田 彰
研究所創立二十周年を迎えて
著者 恩田 彰
著者別名 ONDA Akira
雑誌名 アジア・アフリカ文化研究所研究年報
巻 14
ページ 6-10
発行年 1979
URL http://id.nii.ac.jp/1060/00010257/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
研究所創立二十周年を迎えて
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東洋大学アジア・アフリカ文
化研究所は
、本
年度(一九七九年、
昭和五四年)
創立二十周年
を 迎 え
て、
その記念行事とし
て六月には特別講演会、
シンポジウムを聞いた。
さらに記念紀要としての研究年報を公刊することにした。
この時にあたり、
研究所の二十年の歩みを回顧してみようと思う 。
「研究所
八
年のあゆみ
」
については、
すでに船木勝馬
研究員によって詳細に述べられている
。
(船木勝馬
編「研究所八年のあゆみ」
アジ ・アフリカ文化研究所年報一九六六年
度参照)そこでここでは、
この資料に基づ き
ながら
、
さらにその後の歩みについて述べてみようと思う。
「研究所八年のあゆみ」
によると、
この八年間に本研究所の進むべき
路線は
、
す で に と とのってきたように思われ る 。
そ
の後は、
そ
の 路 線 を 走 れ ば よ か っ た わ け で あ る が 、
し
か し そ こ に も 工 夫 と 努 力 を 必 要 と し た 。
研究活動を 発 展 さ せ
るには
、
並み並みな
らぬ労力の蓄積と創造力
と 多 くの人の協力を必要と
したことはいう
までもない。
東洋大学アジア・アフリカ文化研究所は、
一 九 五 年 (昭和三四年)
五月、
大島豊学長を所長代理として設立された。
当
時は東洋大学アジア
・アフリカ研究所といっていた。
その設立趣意書によれ
ば、
「アジア・アフリカの近代化を妨げ る一切
の
障碍を克服し、
新
興諸民族の自主繁栄のため 建設方策を探究する
」と
い う 雄 大 な 構 想 を も
っ
て研究活動を始めた。
大学
内部では
、主
として
研究会を開いて個人の研究発表を行ない、
対外的には
、
イスラ
エ
ル
、
パキスタン
、
ガiナなどとの友好
親善をはかり、
他の関係機関と提携して講演会などが開催された。
一九六一年(昭和三六年)には
、佐
久間鼎学長が所長を兼任し、
翌一九六二年(昭和三七年)には
、新
しい構想によって
研究所の再編がはかられた。
すなわち運営委員を選出し、
運 営 委 員 会 に よ
っ て研究所の諸問題を協議して運営を行
っていく
ことになった。
そし
て
研究員の研究テlマを整理するために研究員カiドを作
成し
、
一九
六一ニ・ 六四年度(昭和三
八 ・ 三
九
年度
)に
は、
その
共通テlマを「異種文化の交流と変成」と決定
し、
研究所の名称を「アジア・アフリカ文化研究所」と改
め、
新しい研究活動の方針が決められた。
すな
わち「アジア・アフリカ地域の文化の諸相につ
いて、
基礎的かつ総合的な研
究
調査 を
行
な
い、
そ の 成 果 を 発 表
し 、
こ れ
らの
地域との
友好
、
親善
をはか
り、
相
互 の
繁
栄に
寄与
す
る
」
こ と
を
目
的 と
し
、
ア
ジア・ フリカ地域の文化およ
び文他交流に関する研究調査や必要な資料の収集整備
、
および研究成果の発表を行うことが
決定された。
そして本学の
各分野の教員が研究員となり
、
それぞれの立場から
共通テiマについて総合研究を推進していく
ことにな
っ
た。
一九六四年(昭和三九年〉
三月、
六 三
年度の研究報告概要が各研究員によって執筆
され
、
歴史学
・
言語学・比 較文
学
・ 心
理 学 ・
社 会 学 ・
経済学の
各部門ごとに整 理 して公表された。
このような報
告書は
、
研究年
報が発行 さ れ る 前 年 度の六五年
度(昭和四0年度)
まで
、
毎 年 発 行 さ れ た 。
しかしなが
ら、
六 三 、
六四年度は共通テlマのもとに総合研究を行う
までには
いたらなかった。
一九六五年度(昭和四0年度)は
、
新任の市村其三
郎所長の下に新しい研究テlマが検討され
、
「アジア・アフリカ地域
に お け る 宗 教 儀 礼の比較文化的研究
」と
いう総合研究テlマが決定した。
これに基づ
いて
、
次 の
五つのグループ別の研究テ
iマがかかげ
ら れ
、
それぞれの専門に応じて研究組織がつくられ
、
グループごとに研究が行われるようにな
っ
た。
ω日本に
お け る 宗 教 儀 礼の研究
ω中国における宗教 儀 礼の研究
ゆ西
アジアにおける宗教儀礼の研究
帥宗教の構 造 と
人間関係
例 宗 教 の 行 法 比 較文化的研究
この時期に
あたり一九六五年(昭
和
四O年〉に東 洋 大 学 附 置研究所規則が施行さ れ
、
アジア・アフリカ文化研究所も大学
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λ 
附置研究所の一つとして体制をとと
のえ
、
再出発することになった。
一九六六年(昭和四一年)四
月、
研究所は八十周年記念館(一号館) 九階の一室に移転することにな
り
、研
究活動をさ
らに積極的に進めることができるようにな
っ
た。
六六年度には、
公開講演会を
聞き
、
また研究年報を公刊
し、
研究成 果 を 一
般に公表することができるようにな
っ
たことは注目すべきことであった。
この時期から研究例会を原則とし
て
月一回聞き、
年間約六回は行な
っ
ている。
本研究所の特色として、
現地
調
査が重要であるが、
高 橋統一研究員は
、
一 九 六 六 年 か ら 六七年
にか
け
て、
主と
して東アフリカの中部ナ
イ
ル・
ハム系のテソ族及び カ
ラ
モ ジ ヨ 族 を中心に社会人類学 的
調査
を 行 な っ た 。
一九六七年(昭和四二年)
、
研究所をより積極的に運営していくため、
責 任体制をつくって
、
運営委員が仕事を分担する
ことになっ
た。
すなわち、
庶務、
企画・事業、
図書、
経理、
紀要等である。
現 在 は 、
企画、
編集、
図書、
経理、
庶務の役割
分担をしているが、
このことは研究活動の推進に大いに役立っている。
一九六八、
六九、
七0年度(昭和四三
、
四四、
四五年度)の総合研究テlマは、
「アジ ・アフリカ地域に
おける儀礼の
比較文化的研究」として、
宗 教 儀 礼 を 含 めて
、
ひろく儀礼を研究対象とすることにした。
六九年度に「三
宅島宗教儀礼
調査
」
( 千 葉 栄 、
佐藤俊雄研究員)
、六
九、
七0年度に「滋賀県の宮
座の
調
査」(高橋統一研究員)また七0年度には「邪馬台国卑
弥 呼の基の
調
査」(市村其三郎研究所長〉が行われている。
九
七
七二年度(昭和四六、
四七年度)のテlマは
、
共同研究として、
ω会津若松宗教儀礼・教育
調査
ω官座の社
会 人 類 学 的
調査
ω中国文化と周辺異民族文化との交流(華陽国志訳註の研究)
ωアジア
・アフリカ地域における言語と
文化に分かれ、
各グループごとに研究が進められた。
一九七三
年度(昭和四八年度)のグループ別研究テlマは、
ω宗教文化の変遷
ω中国文化と周辺民族の交流
ω中国文
芸思潮
ωアジ
ア
・ア
フリカの賎民制
例教育・
心 理 で あ っ た が 、
七四年度は、
研究テlマの変更があり、
第四グループは
「アジア地域の宗教・言語および教育の比較文化的研究」
に改められた。
七三
年度に
「新島における宗教儀礼と教育の
調
査
( 千 葉 栄 研 究 所 長 、
西村誠、
佐藤俊雄研究員)が行われた。
七四
年
度に金岡照光研究員は、
ソビエト、
フ 一 フ ン ス
、
イ
ギ
リスを歴訪し、
敦煙
写本の
調査、
敦患研究の状況の
調査を行なった。
一 九七五年度(昭和五十年度)のグループ別研究テlマ
は、
ω宗教文化の変遷
ω中国文化と周辺民族文化の交流
(3) rよ喝邑
座 の 社 会 人 類 学 的
調査
ωアジア地域の宗教
・言語および教育の比較文化的研究であった。
七五、七六、七七年(昭和五O
、
五
一、
五二年〉には、
シ
ンポジウム「アジア地域の宗教・言語および教育 比較文化的研究のあ
り方」を聞き、
本研究所の
共通テlマである比較文化的研究の問題点の追究と、
その
共同研究のあり方につい
て、
それぞれの研究員の報告に基づき討
論を行なった。
一九七六
、
七七、
七八
、
七九年度(昭和五一、
五二、
玉
三 、
五四年度
〉
の主要なる研究テIマは、
ω宮座の社会人類学的
研
究
ω中国文化と周辺民族文化の交流
ゆアジア地域の宗教
・言語および教育の比較文化的研究である。
す な わ ち 現 在 本
研究所の研究テiマは
以上三
つに分け
られている。
ωの研究では、
高橋統一研究員の指導の
下に、
滋賀県を中
心として宮座
の研究が行われ、
その成果は関係諸学会におい
て注目さ
れている。
またωの研究は、
①「華陽国志」の訳注
を通して中国
と
中国周辺諸民族交流の歴史的研究と②東洋における神話、
伝説に現れた民族性の研究に分けられ
ているが、
「華陽国志」の
訳注研究は、
船木勝馬研究員を
中心
とし
て研究が続行さ
れ 、
現 在 巻 五
まで公刊さ
れ
て
おり、
この研究成果は、
関 係 諸 学
会の
研究者の注目を集め、
その続刊が待望されている。
ωの研究では、
①宗教の儀礼と行の比較文化的研究におい
て「吉田神道
における太 元 宮 創 立の意義(千葉栄研究員)
」 、「
ヨlガおよび禅における膜想の
心理学
的比較研究」
(恩田彰
〉が行われ
てい
る。
②アジア地域における学校教育及び社会教育の地域的特
性に関する比較教育的研究(倉
内史
郎 、
西村
誠研
究員〉では、
沖縄県で現地調査が行なわれた。
③近代日本におけるアジア観と世界観(針生清人研究員)④アジア
・ア
フリカ地域におけ
る文化交流では、
福鎌忠恕研究員は一九七五年(昭和五十
年)にフラン
ス
滞在中、
二度にわたってチュニジアを訪問し
、
イ
ブン
・ハ
ル
ドワl
ン
について研究調査をした
。渡
辺宏研究員は、
マルコ・
ポlロの「東方見開録」
について、
多面的に研究
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を進めその成果は
関係研究者の注目する所となっている。
また⑤アジア
地域における諸民族の言語、
習俗、
思考法の比較研
究(
森川 久 次 郎 、
宮22回日ぬ研究員)などが行われてい
る 。
一九七七年(昭和玉二年)
にシ ン ポ
ジ
ウム
「比較文化論をめぐって」
が行われた。
その手がかりとして講座・
比較文化
(全八 巻 、
研 究 社 ) の 何 れ の 巻 ( ま た は
章 ) について数名の研究員が通読し、
これを紹介批判しながら話題を提供し、
こ
れ
について活発な討議が行われた。
また現代中国の少数民族について研究している谷口房男研究員は、
七 八 年 に 東 洋 、
駒 沢 、
早稲田大学友好訪中田の一員として中国を訪問し、
各 地の古蹟を
調査した。
こ れ らの研究成果は
、
公開研究例会
、
シンポジウムにおいて発表
され
、
まとまったもの
は、
毎
年公刊さ
れている「アジア
-アフリ カ文化研究所 究年 報 」 に
発表さ
れている。
研究年報は
、
現在十三
巻まで出ているが、
国の内外の関係研究機関に
送ら れ 、
それぞれの機関誌と交
換さ
れている。
以上研究所の二十年の歩みにつ
いて述べて き た が 、
この二十周年
を一つの区切りとして、
将来の研究活動に見通しを立て
て、
研究活動の発展を期したいと思う。
